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この報 告 書 は 、 日本 自転 車 振 興 会 か ら競 輪収 益 の一 部 で

あ る機 械 工 業 振 興 資 金 の補 助 を受 け て、昭 和57年 度 に実 施

した 「マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの利 用 に 関す る共 通 的 な技 術

開 発 」の一 環 と して と りま とめ た もの で あ りま す 。
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は じ め に

当協 会 マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ振興 セ ン ター(MCC)で は 、 マ イ コ ン産 業振

興 の一 環 と して 昭和53年 度以 来 マ イク ロコ ンビ=.一 夕応 用 シス テ ムの 高度 化 、

シス テ ム開 発 の 効率 化 な どに つ なが る基 礎 的 、共通 的 、先導 的 技 術 に つ いて 、

シス テ ムハ ウス を中心 に委 託 開発 を行 うこ とに よ り、我 が 国 の マ イ コ ン産 業 の

技 術 力 の育 成 ・強 化 に つ とめて い るが 、昭和57年 度 に お いて は次 のテ ー マにつ

い て委 託 開 発 を行 った。 〔 〕内 は委 託先

① パ ー ソナ ル コ ンビ=一 夕を用 い たCAIシ ス テ ム・〔㈱ テ クノ オ フィ ス 〕

② 光 フ ァ イバ を用 い た簡 易 型 ・一 カル ネ ッ トワー クシステ ム 〔杉 産 業 電 機㈱ 〕

③ イ ンテ リジ ェ ン ト ・デ ィス ク フ ァイ ル管 理 ユ ニ ッ ト 〔㈱ 高岳 製 作所 〕

④ システ ムハ ウス用CAD端 末 〔近畿 計 測 器㈱ 〕

本 報 告 書 は、 上 記 テー マ の概 要 を と りま とめ た もの で あ る。

こ こに委 託 開 発 に あた り ご指 導 ・ご協 力 い た だ い た 関係 各 位 に対 し厚 くお礼

申 し上 げ る と と もに 、 これ らの開発 シス テ ムが広 くマ イク ロ コ ンピ ュー タ応 用

シス テ ムの 開発 に携 わ る方 々に利 用 さ れ 、我 が 国 の マ イク ロ コ ン ピュー タ産業

の一 層 の 発展 に寄 与 す る こ とがで きれ ば幸 い で ある 。

昭和58年3月
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第1章 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ

を 用 い たCAIシ ス テ ム





第1章 パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ を用 いたCAIシ ス テ ム

1.1装 置 の 名 称

パ ー ソ ナ ル コ ン ビ=一 夕 を 用 い たCAIシ ス テ ム(以 下 装 置 と略 す)

1.2装 置 製 作 の 目的

ハ ー ドウ ェアの 進歩 に より、高性 能 で コ ンパ ク ト、か つ低 コ ス トなパ ー

ソナ ル コ ン ピュー タが相 次 い で誕 生 し、 普 及 して いる。

この よ うなパ ー ソナ ル コン ピュー タを教 育機 器 として

・マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ システ ム技 術 者 の教 育

。コ ン ピ ュー タの基 本構 造 の教 育

等 に 活 用 し、学 習 者 個 々の能 力 に応 じた教 育 を可 能 にす る こ とを 目的 と

す る。 本 システ ムは 、今後 ます ます必 要 と され る各 種技 術者 の企 業 内等 に

おけ る教 育 に極 め て有 効 な手 段 を提 供 す る もの で あ り、延 い て は 、新 しい

CAIの パ ラダイ ム を確立 す る もの で あ る。

1.5装 置 の概 要

(1)構 成

① ハ ー ドウ エ ア

16ビ ッ トパ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ

② ソ フ トウ エ ア
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教程 ファイル

CAIア プ リケ ー シ ョン
、

・画像作成 ・カラー制御

・文章 作成 ・学習記録

図1に 外 観 図 、 図2に ブ ロ ック 図 を 示 す 。

(2)機 能

① デ ィス プ レイの 活 用

② シ ミュ レー シ ョン方 式

③ ミック ス ド・イ ニ シア チ ブ手 法

1.4機 能詳 細

(1)デ ィス プ レ イの活 用

① 簡単 な ア ニ メ を利 用 す る。

動 きを 見せ る ことに よって 、理解 度 ・興 味 を高 め る。

② 漢 字交 りの和 文 に し、簡 単 な説 明文 にす る。

③ ポ イ ンテ ィ ング機 能 を活 用 した入 力方 法 に す る。

④ 学 習者 の キー ボー ド入 力 を少 な くす る。

(2)シ ミュ レー シ ョ ン方 式

① 一具体 的 な内容 にす る。

② コ ンピ ュー タ内 に具 体 的 なモ デ ル(簡 易 に図解 で きる もの)を プ ロ

グ ラム化す る。

(3)ミ ック ス ド・イニ シア チ ブ手 法

学 習者 が コー スの選 択 、質 問 、 中止 、問題 作 成等 の 実行 が 出来 る仕 組

一2一



み に す る 。

1.5教 科 内容 の構 成

1(

2

)3(

)4(

)5(

)6(

パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュー タ の 操 作 法

コ ン ピ ュ ー タの 基 礎 構 造 の 解 説

デ ー タ の 入 力 法

BASICの プ ロ グ ラ ミン グ

フ ァ イ ル の 使 用 法

BASICに よ る応 用 プ ・ グ ラ ム の 作 成

図1 外 観 図
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1.6評 価

パ ー ソナ ル コ ンピ ュー タSEIKO9500を 用 い て、 パー ソナ ル コ ン ピュ

ー タの あ つ か い方 、 コ ン ピュー タの基 本 機 構 、 さ らに プ ・グ ラ ミン グの 初

歩 を教 育 す る こ とを 目的 と したCAIシ ス テ ムの作 成 を委託 した が 、そ の

シ ステ ム作 成完 了 に あ た り、評 価 を以 下 に述 べ る。

まず 教 科 内 容 そ の もの に関 しては 、 ほぼ 所 期 の もの を達 成 した。 ハ ー ド

ウ ェア 、 ソ フ トウ ェア と もに初 歩 的 な レベ ル に と どま り、欲 を言 え ば もう

少 し充 実 した もの が欲 しか ったが 、限 られ た予 算 と期 間 では この程 度 で満

足 す べ きか も知 れ な い。

教 育 手 法 に つ い ては 、従 来 のCAIの 手 法 か らの脱却 を要 請 しkが 、 こ

れ もほ ぼ満 足 で きる もの で あ った。 しか しなが ら、デ ィス プレイ機 能 を よ

り有 効 に活 か した教 育手 法 の開発 は不 十 分 で あ り、今後 の改 良 が望 まれ る。

そ の原 因 は 、委 託 側 と受託 側 とのCAIに 対 す る考 え方 の意 見調 整 に手 間

どった た め に 、開 発 期 間 が短 くな って しま った こ と、 ま た 、SEIKO

9500の デ ィスプ レイ機 能 が 十 分 な速度 を持 た ない こ と、 な どが考 え られ る。

教 材 作 成 用 の ツー ル と なる ソ フ トウェア は 、委 託 側 の予 想 よ リ レベ ル が

高 か った。 しか しこの ツー ノレの基 本 的 な考 え方 は 、必 らず しも委 託 側 の考

え方 とは一 致 してい ない。

　

以 上 、 ほぼ 満 足 で きる成 果 を得 たが 、従 来 のCAIと は全 くち が う斬 新

なCAIを 開 発 す る とい う所 期 の"野 心"に は 、残 念 なが ら十 分 答 え られ

る もの には な らなか った。 委託 側 の イ メー ジがた めが 弱 か った とい う反 省

もある。

しか しなが ら、受託 者 側 は委 託 側 の無 理 難 題 に誠 心誠 意 こた え て きた。

そ の結 果 、や や 不本 意 な点 は残 す もの の 、限 られ た予 算 と期 間 の なか で は

良 い もの がで きた と信 じる。

今後 の十 分な 改 良 と成 長 とを期 待 した い。
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第2章 光 ファ イバ を用 い た簡 易 型 ローカルネッ トワー ク

システム

1.1装 置 の 名 称

光 フ ァ イ バ を 用 い た 簡 易 型 ・一 カ ル ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム(以 下 装 置 と

略 す)

1.2装 置製 作 の 目的

本 装 置 は 、生 産 工 場 内 等 に 散 在 す る各 種 の マ イ ク ・ コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ

ム 等 の 間 で 必 要 とす る デ ー タ の 転 送 を光 フ ァ イ バ に て行 う部 分 と 、 そ の 通

信 回 線 を利 用 し得 る16ビ ッ トマ イ ク ・ コ ン ビ=.一 夕 部 分 に依 っ て 構 成 し 、

上 位 と して 既 存 す る ロ ー カ ル エ リア ネ ッ トワ ー ク 「イ ー サ ー ネ ッ ト 」等 、

下 位 と して8ビ ッ トプ ロ セ ッサ に 依 る ネ ッ トワ ー ク の 中 間 的 な 能 力 を思 考

し、 併 せ て ロー コ ス ト化 を 目的 と した 装 置 とす る 。

1.5装 置の 構 成

本 装 置 は 、 マ ス タ ス テ ー シ ョ ン 、 ル ー プ コ ン トロー ラ 、 ル ー プ ター ミナ

ル お よ び ロー カ ル ス テ ー シ ョ ン よ り構 成 さ れ て い る 。

ル ー プ コ ン トロ ー ラ と ル ー プ タ ー ミナ ル と は 、光 フ ァ イ バ に よ り接 続 さ

れ て い る 。

図1に 本 装 置 の 外 観 図 、 図2に ネ ッ トワ ー ク の 構 成 図 、 図3に マ ス タ ス

テ ー シ ョ ン の シ ス テ ム ブ ロ ッ ク 図 、 図4--1、2、3に ロ ー カ ル ス テ ー シ

ョ ンの シ ス テ ム ブ ロ ッ ク 図 を示 す 。
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1.4装 置 の主 な 機 能

(1)ル ー プ コ ン トロー ラ(LC)

①MSTよb転 送 され る情報 を 受 信 し、各 種 の チ ェ ック を行 った 後 、

デー タ リン ク制御 部 を経 由 してLTへ 転 送 す る。各LTよb転 送 され

て来 た情 報 をデ ー タ リンク制御 部 を経 由 して受 信 し、各種 の チ ェ ック

を行 った後 、MSTへ 転 送 す る。

② 各 種 の制 御 情報 、エ ラー情 報 をMSTお よび各LTと の 間 で情 報交

換 す る。

(2)ル ー プター ミナル(LT)

①LSTよb転 送 され る情 報 を受 信 し、各 種 の チ ェ ック を行 っft後 、

デ ー タ リンク制御 部 を経 由 してLCへ 転 送 す る。

②LCよb送 られ て来 た情 報 を デ ー タ リンク制 御部 を経 由 して受 信 し、

各種 の チ ェ ック を行 った後 、LSTへ 転 送 す る。

③ 各種 の制 御 情 報 、エ ラー 情 報 をLSTteよ びLCと の 間 で 情報 交 換

す る。

(3)マ ス タ ステ ー シ ョ ン(MST)

① 各LSTへ 転 送 した い 情報 をLC経 由 で転 送 す る。

② 各LSTよb送 られ て来 る情 報 をLC経 由 で受 信 す る。

③LCの 初 期 設定 等 の 制御 お よびMST指 令 を 必要 とす る エ ラー処 理

④ 各 種 の一 般 コ ン ピュー タ処 理 。(要 ア プ リケー シ ョン ソフ トウェア)

(4)ロ ー カル ス テ ー シ ョン(LST)

①MSTま たは 、他 の各LSTへ 転 送 したい情 報 をLT経 由で転 送 する・

②MSTま た は 、他 の各LSTよb転 送 され て来 る情 報 をLT経 由で

受 信 す る。

③LTの 初期 設定 等 の制 御foよ びLST指 令 を必 要 とす る エ ラー処 理 。

④ 各 種 の一般 コ ン ピュー タ処 理 。(要 ア プ リケー シ ョン ソフ トウ ェア)
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1.5評 価

本 装 置 は 、 種 々事 業 所 内 に 分 散 し て 存 在 す る マ イ コ ン ベ ー ス の 処 理 シ ス

テ ム を 地 域 ネ ッ トワ ー ク に よ っ て 接 続 して 、 シ ス テ ム 間 の デ ー タ伝 送 を可

能 に す る た め に 開 発 さ れ た もの で あ る 。 地 域 ネ ッ ト ワー ク(LAN)と し

て は 、 典 型 的 な もの と してEAT}IERNETが あ る が 、 こ の 程 度 の 機

能 の も の は シ ス テ ム ハ ウ ス が 手 が け る に は 複 雑 す ぎる し、 ま た 、 多 くの 事

業 所 で は 、 現 在 そ れ ほ ど の もの は 必 要 と さ れ て い なh。

し か し 、一 方 で 既 存 の も の と して8ビ ッ トCPUに 基 づ く簡 便 な デ ー タ

転 送 シス テ ム が あ る が 、16ビ ッ ト ・マ イ コ ンCPUが 入 手 可 能 な 現 時 点

に お ら て は 、 よb高 水 準 の 、 い わ ゆ るLAN的 な もの を望 み 得 る こ と も事

実 で あ る 。 本 シ ス テ ムは 、 こ の よ うな 観 点 に 立 っ て 、 現 時 点 に お い て 、 い

くつ か の ユ ー ザ が 存 在 す る こ とに 対 す る 着 実 な予 想 の も と に 企 画 さ れ た 。

シ ス テ ム の 提 案 時 に は 、 シ ス テ ム の 目的 と 設 計 思 想 に不 明 確 、不 統 一 と

み な さ れ る 点 が あ り 、 ま た 、 要 求 機 能 に つ い て も、 手 に 余 る こ とが 明 白

と思 わ れ る 点 が い くつ か 有 っ た 。 こ れ ら を 整 理 して 、 簡 易 型 の ル ー プ型 ネ

ッ ト ワー ク を 構 成 す る こ と に し た の で あ る が 、 そ の 場 合 、 ハ ー ドウ ェ ア 的

に シ ス テ ム を 一 様 化 す る方 針 が 取 られ た 。 す な わ ち 、 ル ー プ に つ な が る ス

テ ー シ ョ ン は す べ て ハ ー ド的 に 均 一 で あ っ て 、ロー カル ス テー シ ョン(LST)

と ロ ー カ ル タ ー ミナ ル(LT)の み よ り な る 。kだ し1ル ー プ制 御 用 の1

ス テ ー シ ョ ン の み に は 、LTに 直 列 に ル ー プ コ ン トロ ー ラ(LC)を 附 属

さ せ る よ うに し た 。 こ の よ うに す る こ と に よ っ て 、 ハ ー ドウ ェ ア 製 作 の 上

で は 、 主 と して 、CPU86-1と 呼 ば れ るSBCの み が し(く っ か 使 用 さ

れ る こ と に な り 、 作 業 を きわ め て 見 通 し よ くす る こ と が で きた 。

LSTの 心 臓 部 は プ ロ トコ ル コ ン トロー ラi8273と 見 な す こ と が で

き る の で あ る が 、 こ の タ イ ミ ン グ 方 式 に 対 して 、 ハ ー ド上 の 唯 一 の 大 き

な 見 落 と しが あ っk。 幸 い 外 部 回 路 を 増 設 す る こ と で62.5bps転 送 速 度
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が実 現 出来 たが 、光 ファ イバ ー を使 用 す る の で あるか ら、 さ らに 高速 化 す

る こ とが望 まれ る。

ソ フ トウ ェアは 、 い わ ゆ る タ ス ク制御 の概 念 を用 い な い 、お と な しい逐

次型 制御 プ ログ ラムで あ るの で 、無 難 に完 成 した よ うで ある。 全 般 と して

見 れ ば 、本 システ ムは 、機 能 は そ れ ほ ど高 くな いが 、着 実 に動 作 す る もの

と評価 され る。
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第3章 イ ン テ リジ ェ ン ト・デ ィス ク

フ ァイ ル 管 理 ユ ニ ッ ト





第 る 章 イ ンテ リジ ェ ン ト・デ ィ ス クフ ァイ ル管理 ユ ニ ッ ト

1.1装 置 の 名 称

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・デ ィ ス ク フ ァ イ ル 管 理 ユ ニ ッ ト(以 下 装 置 と略 す)

1.2装 置 製作 の 目的

最 近 、 マ イ ク ・ コ ン ピ ュ ー タの 応 用 範 囲 が 拡 大 し、 しか も各 応 用 シ ス テ

ム の デ ー タが 大 規 模 化 しつ つ あ る た め 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ応 用 シ ス テ

ム に お い て も フ ァ イ ル 管 理 機 能 が 不 可 欠 と な り つ つ あ る 。

し か し、 従 来 フ ァ イ ル 機 器 と して の デ ィス ク装 置 は 、 ホ ス トコ ン ピ ュ ー

タ側 のOS(フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム)に よ って 制 御 さ れ る こ と を 前 提 と し

て い る が 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ の 場 合 はOSが 十 分 に 完 備 し て お ら ず 、

フ ァ イ ル 管 理 を 実 施 し よ う とす る と非 常 に 困 難 と な り開 発 コ ス トの 増 大 、

納 期 の 長 期 化 を き た し問 題 化 して い る 。

こ れ を解 決 す る 手 段 と し て 、 デ ィ ス ク を イ ン テ リジ ェ ン ト化 しOSか ら

切 り離 し て ひ と つ の 独 立 し た フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム を 開 発 す る も の で あ る 。

こ の イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・デ ィス ク フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム を 開 発 す る こ と

に よ り

(1)シ ス テ ム 設 計 と プ ログ ラ ムコー デ ィン グ の 簡 素 化 お よ び 開 発 速 度 の 向 上

(2)負 荷 分 散 に よる ホ ス ト側 の 処 理 効 率 の 向 上

(3)ホ ス ト側 の ハ ー ドウ ェ ア 、 ソ フ トウ ェ ア の 標 準 化

が 期 待 で き る こ と に な る 。

1.5装 置の 概 要

本 装 置 はCPU、 メ モ リ 、 ハ ー ドデ ィ ス ク装 置 、 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装
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置 お よ び ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ側 と の イ ン タ フ ェ イ ス よ り構 成 さ れ る。

図1に 外 観 図 、 図2に ブ ロ ック 図 を 示 す 。

本 装 置 は 次 の 機 能 を 有 す る

(1)コ マ ン ドに 対 応 した 処 理 機 能

(2)フ ァ イ ル 管 理 機 能

(3)シ ス テ ム ジ ェ ネ レー シ ョ ン機 能

(4)入 出 力 装 置 の 管 理 機 能

1.4機 能詳 細

(1)コ マ ン ドに 対 応 しk処 理 機 能

ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ か ら本 装 置 へ の 操 作 は 全 て コ マ ン ドに よ る もの と

し、 本 装 置 は 、 そ の コ マ ン ドに 対 応 した 処 理 を行 う と と もに 、 そ の 結 果

を ホ ス トコ ン ピ ュ ー タに 送 る 方 式 と す る 。

本 装 置 は 、 コ マ ン ドに 対 応 し て 下 記 の 操 作 が で き る もの とす る。

① デ ィ ス ク の イ ニ シ ャ ラ イ ズ

デ ィ ス ク の フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ 、Bad-Blockの チ ェ ック 、本 装 置

の フ ァ イ ル 管 理 機 能 に 必 要 な初 期 設 定 等 を行 う。

② デ ィ レ ク トリ イの 登 録 、 消 去

フ ァ イ ル 管 理 を 行 うた め の デ ィ レ ク トリ イの 登 録 、 あ る い は 消 去 を

行 う。

③ フ ァ イ ル の 作 成 、 消 去

フ ァ イ ル を デ ィ レ ク ド リ ィ に基 づ き 、 登 録 あ る い は 消 去 を行 う。

④ フ ァ イ ル の オ ー ブ ン 、 ク ・ 一 ズ

フ ァ イ ル へ の ア ク セ ス の 開 始 終 了 を 宣 言 す る 。 オ ー プ ン時 に は 、そ

の フ ァ イ ル へ の ア ク セ ス の タ イ プ を 指 定 す る。

⑤ フ ァ イ ル デ ー タ の リー ド/ラ イ ト

オ ー プ ン し た フ ァ イ ル の デ ー タ の リー ド/ラ イ トを 行 う。 デ ー タ サ
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イ ズ を 指 定 す る こ と に よ り 、 任 意 の サ イ ズ の デ ー タ の リ ー ド/ラ イ ト

が で き る も の とす る。

⑥ リス トの リー ド

あ る デ ィ レ ク トリ イ の 下 に登 録 さ れ て い る フ ァ イ ル リ ス トの リー ド

を行 う。

⑦ フ ァ イ ル の コ ピ ー

フ ァ イ ル を 他 の デ ィ レ ク ト リ イの 下 ヘ コ ピー す る 。

⑧ ア カ ウ ン トデ ー タ の リー ド

本 装 置 が 管 理 す る入 出 力 装 置 へ の1/Oの 数 、 エ ラー の 数 、 デ ィ ス

ク のBad-Block数 等 をホ ス トへ 渡 す 。

⑨ 自 己 診 断 要 求

ROM、RAM等 の 診 断 を 行 い 、 結 果 を ホ ス トへ 送 る 。

な お 、各 コ マ ン ドは 、 下 記 の よ う な方 法 で 多 重 処 理 を行 う も の と す

る 。

⑤ コ マ ン ドは 、 フ ァ イ ル 毎 に 多 重 処 理(並 行 処 理)を 行 う。

⑥ 同 じ フ ァ イ ル へ の ア ク セ ス は 、 複 数 の ユ ー ザ(ブ ・ グ ラ ム)が ア

ク セ ス す る 場 合 も含 め て 、 全 て コ マ ン ドの 受 信 順 に 行 う。

(2)フ ァ イ ル 管 理 機 能

① フ ァ イ ル を木 構 造 の デ ィ レ ク トリ イに 登 録 し管 理 す る 。 本 装 置 は フ

ァ イ ル を 次 の3種 類 に 分 類 して 管 理 す る 。

⑤ 通 常 プ ア イ ル

テ キ ス トや デ ー タ を 含 む フ ァ イ ル

⑤ 特 殊 フ ァ イ ル

各 人 出 力 装 置 に 対 応 す る フ ァ イ ル

⑥ デ ィ レ ク ト リ ィ フ ァ イ ル

通 常 フ ァ イ ル 、特 殊 フ ァ イ ル 、 サ ブ デ ィ レク ト リ イ を 登 録 す る フ

ァ イ ル

一17一

4



② フ ァ イ ル保 護 機 能

各 々 の フ ァ イ ル は ユ ー ザIDと 保 護 コー ドを 持 つ 。 これ らは フ ァ イ

ル の 作 成 時 に 指 定 さ れ 、 オ ー プ ン時 に チ ェ ッ ク す る 。 保 護 コ ー ドは 、

ユ ー ザ をIDに よ り 同 じIDを 持 つ も の と そ れ以 外 の2グ ル ー プ に 分

け 、 そ れ ぞ れ に リー ド、 ラ イ ト、 デ リー トの 禁 止 、 許 可 を 示 す 情 報 を

持 つ も の とす る。

ま た 、 ホ ス ト側 は オ ー プ ン時 に 下 記 の ア ク セ ス モ ー ド、 タ イ プ を 指

定 し 、 フ ァ イ ル ア ク セ ス に 対 す る動 的 な 保 護 を行 う。

⑤

⑮

モード丁鶏;∵1ご:㌫ ㌘ 二:『　 )

タイTil}:iヨ
・可 ・

③ フ ァ イ ル ・デ ー タの リー ド/ラ イ ト機 構

⑤ オ ー プ シ中 の フ ァ イ ル の 登 録

オ ー ブ ン され た フ ァ イ ル の イ ン デ ッ ク ス を メ モ リ上 に 登 録 し 、以

降 の ア ク セ ス の 簡 略 化 、 高 速 化 を は か る 。

⑤ メ モ リバ ッ フ ァ の 使 用

オ ー プ ン さ れ た フ ァ イ ル毎 に 一 定 の メ モ リ ・バ ッ フ ァ を持 ち 、 リ

ー ドの 場 合 は バ ッ フ ァ分 の デ ー タ を先 読 み して お き 、 リー ド要 求 の

度 に メ モ リバ ッ フ ァ上 の デ ー タ を ホ ス トへ 送 る 。

.ま た 、 ラ イ トの 場 合 は 、 こ の バ ッ フ ァ上 に デ ー タ を 書 き込 み 、一

定 の 大 き さ に な った と き に デ ィ ス クへ 書 き込 む。

⑥ フ ァ イ ル イ ン デ ッ ク ス

フ ァ イ ル の 属 性 を 示 す 情 報 を 持 ち 、 各 フ ァ イ ル毎 に 作 成 す る 。

主 な項 目 を以 下 に 示 す 。

・ プ ア イ ル 名
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・フ ァ イ ル ・サ イ ズ

・ユ ー ザID・ 保 護 コー ド等 の保 護 情 報

・フ ァ イ ル デ ー タ の 位 置 を 示 す ポ イ ン タ

・フ ァ イ ル の 種 類(通 常 フ ァ イ ル 、特 殊 フ ァ イ ル 、 デ ィ レ ク ト リ

イ フ ァ イ ル)

(3)シ ス テ ム ・ ジ ェ ネ レー シ ョ ン機 能

シ ス テ ム ・ ジ ェ ネ レー シ ョ ン機 能 は 、 本 装 置 の構 成 に 応 じて フ ァ イ ル

管 理 機 能 を 最 適 化 す る た め の 機 能 で あ る 。

下 記 の パ ラ メ ー タ を 設 定 す る こ とに よ り最 適 な シ ス テ ム を 生 成 す る 。

⑤ 入 出 力 装 置 名 及 び 、 そ れ ぞ れ の 入 出 力 装 置 に 固 有 な パ ラ メ ー タ

⑮ フ ァ イ ル 管 理 機 能 に 関 す る パ ラ メ ー タ(同 時 に オ ー プ ンす る フ ァ イ

ル 数 の 最 大 値 等)

な お 、 シ ス テ ム ・ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン はROMの 中 に パ ラ メ ー タ の 値

を 書 き込 む こ と に よ り行 う。

(4)入 出 力 装 置 の 管 理 機 能

各 人 出 力 装 置 の 管 理 、 制 御 を行 う。

① ハ ー ド ・デ ィ ス ク装 置 お よび フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 の 管 理 機 能

⑤1/Oの 管 理

デ ィ ス ク ・ コ ン トロ ー ラ を 管 理 ・制 御 し 、 ま た1/0エ ラ ー は 再

試 行 等 に よ り 回 復 す る 。 ま た 異 な る ユ ニ ッ トへ の1/Oは 並 行 して

処 理 す る 。

⑥ ロ ギ ン グ 機 能

1/0の 回 数 、 エ ラー 回 数 を カ ウ ン トす る。 ま た 、Bad-Block

の 管 理 を行 い 検 知 したBad-Blockの 数 を カ ウ ン トす る。

一19一



ホ ス トコン ピュー タシ ステム
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1.5評 価

本 シ ス テ ム は デ ィ ス ク ・フ ァ イ ル 側 に16ビ ッ ト ・マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ

を 装 備 し これ に各 種 の フ ァ イ ル管 理 機 能 を もた せ る こ とで 、 ホ ス ト側 の フ

ァ イ ノレ処 理 に 伴 う シ ス テ ム開 発 労 力 、OSオ ー バ ー ヘ ッ ドを軽 減 し よ う と

す る も の で あ る 。 実 現 さ れ る 機 能 に は 、 階 層 的 デ ィ レク トリ構 成 、 コ マ ン
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ドの 多重 処理 等 極 め て意 欲 的 な所 も多 い 。

今 回 、高 岳 製作 所 に よ り開 発 され た ユ ニ ッ トは 、 ホ ス トとの伝 送 プ ロ ト

コル 、 コマ ン ド多重 処 理 、 フ ァ イル の保 護 、デ ィ レク トリ管 理 、 自己診 断

障 害 処 理 、 システ ム ・ジ ェネ レー シ ョ ン等 の機 能 を概 ね 実現 して い て 、 こ

の意 味 で所 期 の 目的 は一応 達成 され てい る とい え る。

しか しなが ら、本 装 置 の機 能 の検 証 、 有効 性 の評 価 に は 、具 体的 な ホ ス

トと接 続 して応 用 す る事 が 必須 で あ る。 この点 に おい て本 ユニ ッ トは未 だ

十 分 に評 価 され た とは言 え ない と思 わ れ る。 特 に 、 コマ ン ドの 多重 処理 を

伴 う伝 送 プ ロ トコ ルの検 証 に は 更 に実 験的 確 認 が必 要 で ある。 また 、 ホ ス

ト側 の フ ァイル 入 出 力 につ い て本 ユ ニ ッ ト使用 時 に必 要 な改 造 又 は増 強等

の仕 様 或 いは 代 表的 機 種(数 種)に つい て の例 を示 す こ と も本 ユ ニ ッ トの

有効 性 を示 す の に 必要 で あろ う。
、

さ らに 、機 能 上 の検 証 に加 え て性 能 上 の定 量 的 評 価 も重要 で あ るが この

点 に つ い ては 現 在 の所 殆 ん ど行 わ れ てい な い。 具 体 的 には 、基 本 的 な コマ

ン ドの応 答 速 度 ぶ代 表 的 ファ イ ル編成 に お け る転 送 速 度 、 コマ ン ド多重 処

理 時 に おけ る、 多 重 度 をパ ラメー タ とす る前 述 の各 種 の性能 の変 化 、 など

が評 価 項 目と して あげ られ る。

次 に 、16ピ ッ ト・マ イク ロプ ロセ ッサ(i8086)を 使 用 した事 に

つ い て で あ る が 、 この プ ロセ ッサ は実 用 され 始 め て 間 もない こ とか ら、今

回 の 開発 にお い て も ソフ トウ ェ ア開 発 ツー ルの点 か らやや 問題 が あ った よ

うで あ る。特 に 、 ホ ス ト側 に 用 い た マ シンがCP/Mで 動作 してい るkめ 、

本 来 割 込 み 制御 を必 要 とす る本 ユニ ッ トの 接続 に は 、 ソフ トウェ ア上 の デ

バ ッ グに か な りの 労 力 を要 した もの と思 わ れ る。 この こ とを別 とす れ ば,

16ビ ッ ト ・マ イ ク ロプ ロセ.ッ サの 使 用 は本 ユニ ッ トの性能 を高 める上 で

重要 な役 割 を果 して い る。
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第4章 システムハウス用CAD端 末

1.1装 置 の 名 称

シス テ ムハ ウス用CAD端 末(以 下 装 置 と略 す)

1.2装 置 製作 の 目的

中 小規 模 の シ ステ ム ハ ウスが導 入 しや す い システ ムサ イ ズ と価 格 の もの

で 、用途 目的 に応 じて システ ム ソ フ トウ ェアの変 更拡 張等 が 容 易 に で きる

CAD端 末 を開 発 す る。

現在 システ ムハ ウスが導 入 可 能 なCADシ ステ ムは、極 め て高 価 な もの

で購 入 す る には 問題 が あb、 また 外 国製 品 の簡 単 なCADシ ステ ムで さえ

リー ス料 金 と して 、月 々50万 円近 い使 用料 負 担 が必要 で あ る。 シス テ ム

の機 能 面 か ら見 て も、 シス テ ム ソ フ トウェ アが公 開 され て い ない こ とや 、

拡 張 、変 更 等 が考 慮 さ れて い ない こ とか ら、種 々の業 種 の シス テ ムハ ウ ス

へ の適 応 や業 務 の拡 大 に伴 う拡 張 が で き ない のが 現状 で あ る。

「シ ステ,ムハ ウス用CAD端 末 」は以 上 の よ うな導入 上 で の 問題 点 を考

慮 して 、 システ ムハ ウスの利 用環 境 に適 応 した 、拡張 お よ び最 適 化 が可 能

な、 しか も安 価 なCADシ ステ ムの 核 を提 供 す る ことを 目的 とす る。 当面

は プ リ ン ト板 設 計過 程 に於 る ドラ プデ ィ ング機 能 を援 助 す る もの に絞 り

(1)グ ラフ ィ ック機 能 を中 心 とす る16ビ ッ トマ イク ロ プ ロセッサ シス テ ム

(2)同 シス テ ム上 で の基 本 的 グ ラ フ ィ ックパ ッケー ジソ フ トウ ェア

の 開 発 を行 う。

1.5装 置 の概 要

本 装 置(シ ス テ ム)は 次 の部 分 に よ って構 成 さ れ る。
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1)シ ス テ ム コ ン トロー ラ

(16ビ ッ トマ イ ク ロ プ ロ セ ッサ シ ス テ ム)

2)カ ラ ー デ ィ ス プ レー/キ ー ボー ドタ ー ミナ ル

(水 平 、 垂 直 と も に1000ド ッ ト程 度 の 分 解 能 を 有 し、 キ ー ボ ー ド

入 力 可 能 な タ ー ミナ ル)

(3)グ ラ フ ィ ッ ク パ ッ ケ ー ジ ソ フ トウ ェ ア'

図1に 外 観 図 、 図2に ハ ー ド ウ ェ ア ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。

1.4機 能 詳 細

(1)シ ス テ ム コ ン ト ロー フ

高 級 言 語 の あ つ か え る16ビ ッ トマ イ ク ロ プ ロ セ ッサ とそ の周 辺 、 シ

ス テ ム用 メ モ リ、 お よ び 入 出 力 ター ミ ナ ル の イ ン タ フ ェ イ ス で 構 成 す る 。

本 シ ス テ ム の ハ ー ドウ ェ ア 、 ソ フ トウ ェ ア の 中 枢 と して 働 き 、 シ ス テ

ム ソ フ トウ ェ ア 、 デ ー タ の 格 納 も本 装 置 が 受 け 持 つ 。

主 な 性 能

① 語 長16ビ ッ ト

② ア ドレ ス 長18ビ ッ ト

③ メ モ リ容 量64Kバ イ ト(256Kバ イ ト、ま で 増 設 可)

④ メ モ リ素 子MOSRAM

⑤ 入 出 力 制 御 割 込 み 、DMA、 パ ラ レ ル1/0

(2)カ ラ ー デ ィ ス プ レー/キ ー ボ ー ドタ ー ミナ ル

指 定 画 面 の 表 示 、 キ ー ボー ドに よ る入 力 を 行 う。 キ ー ボ ー ド入 力 に よ

り 、 マ イ ク ロ プ ロセ ッサ の制 御 の も とに 、 各 種 画 面 の表 示 、 変 更 等 を行

う。CRTは 高 分 解 能 を 有 す る カ ラ ー デ ィ ス プ レー で あ る。

主 な性 能

① 走 査 方 式 リ フ レ ッ シ ュ型 ラ ス タ ス キ ャ ン方 式

②CRTサ イ ズ20イ ン チ
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③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

分 解 能

有 効 画 面 サ イ ズ

表 示 色

スク リーンバ ッファ

セグメン トバ ッファ

ア ドレサ ブルボイン ト

曲 線 補 完 機 能

座 標 変 換 機 能

コ ン ソ ー ル機 能

イ ン タ フ ェ イ ス

⑬ キ ー ボ ー ド

(3)シ ス テ ム と して の 機 能

1024×1024ド ッ ト

275nn×275nn

カ ラ ー7色

1024x1024×4ビ ッ ト

32Kバ イ ト

図 形 定 義 領 域32768×32768

円 、 円 弧

拡 大 、縮 小 、移 動

有

RS-232C

(2400～19,200BPS)

JIS標 準 文 字157種

① 搭 載部 品 、基板 に関 して配 線 処 理 の た め の形状 、 リフ ァ レンス ポ イ

ン ト、 コ ネ ク タ位置 等 各 種 制約 条 件 を フ ァ イル化 で きる。

② 基 板 とそ の上 に搭載 され る部 品 の位 置 お よび メ ッシュ数 を入 力 す る

こ とに よ り、 グ ラ フ ィ ックデ ィス プ レー上 に 図形表 示 で きる。

③ 基 板 上 の メ ッシ ュ対 を 指定 し、そ の対 間 の配線 を各 折 れ 曲 り点 毎 に

指 定 す る こ とに よ り② の 図上 に描 画 す る。 この と き各 種 制 約条 件 を満

足 す るか 否 か の チ ェ ック を行 うことが で きる。

④ ③ の機 能 に於 て 、ユ ー ザの配 線 ルー ト選択 を支援 す るた め 、② の 図

の 部分 拡 大 と縮 小 、画 面 の移 動 な ど画 面 操作 が で きる。

⑤ ③ の機 能 に於 て 、表示 され る画面 の一 部 ま たは全部 の消去 や追 加 、

変 更 を行 う ことが で きる。

⑥ ユー ザ の判 断 を助 け るた め 、水平 、 垂 直線 分 の色分 け や 、実線 、点

線 な どの線 の区 分 が 、図 形表 現 に際 して行 うことがで きる。

⑦ 多 層 配 線 に関 して、層 別 の表 示 が で きる。
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⑧ 作 成 さ れ る ア ー トワ ー ク デ ザ イ ン の デ ー タは 、 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス

ケ ッ トに 保 存 で き る 。

(4)シ ス テ ム チ ェ ック

マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ に よ り 、 メ モ リ(ROM、RAM) 、CRT、 キ

ー ボ ー ド等 セ ル フ チ
ェ ック を行 う。

シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ

カ ラ ー デ ィ ス プ レー/手 一 ボー ド'一 ミナル

,イ スクドヲイフ

図1外 観 図
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1.5評 価

(1)ハ ー ドウェ アの評 価

本 プ ロジ ェ ク トの成 果 物 と して のハ ー ドウ ェア機能 を簡潔 に評価 す る

為 に 、.仕様 書 に よる要 求 機 能 と納 入物 件 の 具 備 す る機 能 とを対 比 して 、

表1(a)及 び(b)に 示 す 。

表1(a).シ ステ ム コン トロー ラの機 能 対 比

要目
.

仕様書の要求機能 納入物件の機能

語長 16ピ ッ ト 16ビ ッ ト

ア ドレス長 16ピ ッ ト 18ピ ッ ト

メモ リ容量 64Kバ イ ト 256Kビ ッ ト

(256Kバ イ ト迄 増設 可)

メモ リ素子 MOSRAM MOSRAM

人出力制御 割 り込 み 、IMA、 パ ラレル1/0 割 り込 み 、DMA、 パ ラレル1/O
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表1(b).カ ラー デ ィ ス プ レイ/キ イ ボー ドター ミナルの機 能 対 比

要 目 仕様書の要求機能 納入物件の機能

操作方式 り ーノ レ ッ シ ュ 型 リ フ レ ッ シ ュ 型

ラ ス タ ス キ ャ ン 方 式 ラ ス タ ス キ ャ ン方 式

CRTサ イズ 20イ ンチ 20イ ノチ

分解能 1024×1024ド ッ ト 1400×1024ド ッ ト

有効 画 面 サ イズ 275×275㎜ 367×275朋

表示色 カ ラー7色 カ ラー16色

ス ク リ ー ン 1024×1024×4ピ ッ ト 1400×1024x4ビ ッ ト

パ ツ プ ア

セ グ メ ン ト 32Kバ イ ト 256Kバ イ ト

パ ツ フ ア

ア ドレサ ブル 図形定義領域 図形定義領域

ポ イ ノ ト 32768×32768 65536×65536

曲線補完機能 円 、円弧 円 、円弧 、 楕 円

座標変換機能 拡 大 、縮 小 、移動 拡 大 、縮小 、移動

ピ ユー ボ ー ト変 換

コ ン ソ ー・ル 機 能 有 り 有り

イ ン タ フ ェ イ ス RS-232C(24(ハ0-19200BPS) RS-232C(2400-9600BPS)

キ イ ボ … ド JIS標 準 文字157種 JIS標 準文字157種

これ らの表 に 見 られ る よ うに 、 システ ム コ ン トロー ラ並 び に カ ラー

CRTデ ィス プ レイ/キ イ ボー ドの二 件 の納 入物 件 に就 い ては 、 イン タ

フ ェー ス条 件 の一 部 を除 い て 、全 て要求 機 能 を充 分 上 回 って満 足 してい

る。 即 ち、 イ ン タ フ ェー ス条 件 の 内 、最 高 転送 速 度 の みが要 求 機 能 をや

や下 回 ってい る。 然 し、納入 物 件 が 、当 初予 定 した カ ラー グ ラフ ィ ック

デ ィス プ レイに 比 較 して 、 か な り高 い イ ンテ リジェ ン スを有 す る機 種 に

変 更 され てい る為 に 、機 能 上 支 障 を きた さ ず 、総合 的 なハ ー ドウェ ア機

能 と して はむ しろ大 幅 に 改善 され て い る と認 め られ る。
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(2)シ ス テ ム機 能 の評 価

本 システ ムには 、 次 の よ うな機 能 の実 現 が要 求 さ れ て いた。 則 ち、

① 配 線上 の制 約条 件 の ファ イル 化の 能力

② 部 品位 置 と メ ッ シュ数 指 定 に よる部 品の 画面 表示

③ 始点 、折 れ点 及 び終 点 の指 示 に よる配 線 の 画面表 示 ・

④ 表示 画 面 上 で の部 分 画面 の拡 大 、縮小 並 びに移 動操 作

⑤ 表 示画 面 上 で の部 分 画面 の削 除 、追 加並 びに変 更機 能

⑥ 表 示画 面 上 で の色 分 け 並 び に点 ・実線表 示 の指示 機能

⑦ 多層配 線 板 に於 け る層 別表 示 機 能

⑧ 配 線 デ ー タの フ ロ ッピ ィデ ィス クへ の記 録 能 力

これ らの シス テ ム機 能 は いず れ も、 プロ ジェ ク トの規 模 に照 ら して 、

満 足 す べ き段 階 に迄 達 して い る こ とが確認 され た。 フ ァ イル化 の能 力 に

関 しては、更 に プ ロ ジェ ク トを発 展 させ て 、完 成 の度 合 を高 め る ことが

期 待 され る。 又 、 フ ロ ッピ ィデ ィス ク上 へ の デー タ記録 は 、今 回 の プ ロ

ジェク トの納 入物 件 と して フ ロ ッピィデ ィスク駆動 機 構 が 含 まれ て い な

い為 に 、納 入 システ ム上 では実 行 で きないが 、今 後 の シス テ ム拡 充 に は

不 可欠 の機 能 で あ る と考 え られ る。

始 め に述 べ だ よ うに 、 ハ ー ドウ ェア機 能 が 当 初の要 求 よ り強 化 され た

為 に 、 システ ム機 能 は期 待 をか な り上 回 る能 力 を有 して い る の で 、本 シ

ステ ムの今後 の強 化 ・発 展 を期 待 した い。
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